
目標
数値

120
実績
数値

目標
数値

実績
数値

課題解決提案件数

20
実績
数値

指標

観光振興事業（クリー
ン事業）

地域小規模事業者が一団となって、渥美半島＝観光地と
いう認識を高め、お客様を迎える体制作りをする為に
も、観光地にとって大きな比重を占める清潔度を取り上
げ、小規模事業者による渥美半島クリーン事業を行う。

観光の活性化として渥美半島の代表的な観光地である伊良湖岬周
辺の清掃活動を重点的に行う。
　実施時期：６月中旬１回
　参加者数：１２０人

商工業者、ボ
ランティア

指標 参加者数

記帳継続指導

商工会の職員が、個人事業主等を対象に正しい記帳方法
や決算等の指導を行い、適正な税務申告と経理の自計化
や計数管理による経営力の向上を支援する。

事業を進めていく上で、日々の記帳の重要さについて理解してい
ただくとともに、決算・申告に結びつく指導をする。
　指導対象事業者数　９１件
　指導延日数　９１０日
　指導延回数　８００回

巡回・窓口相談指導事
業

経営指導員等が小規模零細企業を中心とした事業所へ訪
問。
融資等の金融相談、従業員や企業規則等の労務相談、申
告時期の税務相談など、経営全般について様々な相談へ
の対応をすることにより健全な企業の育成を図る。窓口
指導についても、今まで以上に門戸を広げ、経営改善に
資する指導を行う。

・巡回窓口指導実企業数１２０社
　(経営指導員２人×６０件)
・巡回窓口指導延件数６００件
　(経営指導員２人×３００件)
・課題解決提案件数２０件
　(経営指導員２人×１０件)
・経営革新承認件数２件
・専門家派遣　延１０回派遣
・小規模事業者持続化補助金申請件数１０件
　（経営指導員２名×５件）

小規模事業者

指標 巡回窓口指導延件数

目標
数値

600
実績
数値

目標
数値

指標

講習会事業

多様化する経営環境に対応するため、小規模事業者に
とって必要な経営・金融・税務・経理・労働・情報化等
の知識習得や時事的な問題についての啓蒙を図り、小規
模事業者が抱える経営上の問題点に対応する実務的な講
習会及び個別指導会を開催する。

平成３１年度事業計画の概要（小規模事業経営支援事業費補助金）

団体名：渥美商工会

事業名 事業概要（背景・目的） 事業計画
主たる
対象者

事　業　評　価
備考

目　標① 目　標②

小規模事業者

指標 指導対象事業者数 指標

集団講習会　３回　５０件
　（経営一般２回３０件、税務１回２０件）

個別指導会　２６回　１６８件
　（経営一般２回１０件、金融１回３件、税務２３回１５５件）

小規模事業者

指標 講習会参加者数

目標
数値

実績
数値

目標
数値

91
実績
数値

祭典事業（あつみ夏ま
つり）

地域住民の賑わいやふれあいを通じて「まち」の活性化
を図るとともに、今後の地場の産業発展を目指して、夏
の風物詩である夜店「あつみ夏まつり」を開催し、地域
の内側から「まち」の元気を促進する。

商工業者の販売促進に抽選券を発行し、「あつみ夏まつり」会場
にて抽選会を開催。バザーや地域商工業者による物産展（笑店
街）を開催。
　実施時期　夏季１日
　来場者数　８，０００人（昨年実績）
　笑店街参加企業数　２０件
　各種団体者数　１５団体

商工業者

指標 笑店街参加企業数

目標
数値

218
実績
数値

目標
数値

指標

実績
数値

地域振興事業（貝づく
し渥美事業）

渥美半島の観光資源を活かした物産品開発や観光サービ
スについて調査・研究・開発を行った結果、渥美の観光
食材づくりの位置づけとして、「貝」を取り上げ、平成
２１年２月１４日を皮切りに「貝づくし渥美」をスター
ト。内容は、渥美地区全域に「貝」を浸透させ、「貝づ
くし渥美」を根付かせ、観光客へ「貝づくし渥美」をＰ
Ｒし活気ある観光地への位置づけを目的とする。

４月８日は貝の日イベント開催
「渥美の貝は日本一！」のキャッチコピーを定着させ地域内外か
らの消費拡大を目指すため、渥美あさり・大あさり半平太・半島
で採れる貝を使用し、地域観光及び各店のＰＲを強化する。
地元漁師との連携を強化し、極上あさり・垂下あさりの流通を促
す。
　加入件数及び構成員数　２２件

飲食店、宿泊
施設を中心と
した商工業者

指標 加入件数及び構成員数

目標
数値

20
実績
数値

目標
数値

指標

実績
数値

商工業振興事業（ポイ
ントカード等推進事
業）

ポイントカード事業の推進により、顧客確保、商圏内か
らの購買力の流出防止や大型店対策を図り、商工業者の
発展及び地域産業の活性化を図る。

販売促進並びに消費者サービスを目的として、カード事業の宣伝
活動及び共同売出し、抽選会、招待会等のイベントを開催。
　折込チラシ等販売促進イベント回数　２０回 事業加盟店

指標 販売促進イベント回数

目標
数値

22
実績
数値

目標
数値

指標

実績
数値

目標
数値

20
実績
数値

目標
数値

指標

実績
数値

※記載内容についての資料は、各団体において整備しています。
※備考欄の○は経営発達支援事業として認定を受けた事業です。



事業名 事業概要（背景・目的） 事業計画
主たる
対象者

事　業　評　価
備考

目　標① 目　標②

1,000 20

指標 セミナー参加者数料理対決参加者数

実績
数値

目標
数値

目標
数値

税務関係団体指導事業
（青申会事業）

青色申告会の税務支援・地域貢献の活動をサポートし、
事業運営に協力することにより、国・地方公共団体、地
域社会への貢献や発展のための一助となり、ひいては、
商工業の活性化に資する。

源泉徴収事務、年末調整事務、決算・確定申告事務を適宜開催。
税務講習会や会員相互の交流事業を開催。
連合会及び関係団体との情報交換や連携を密にし組織強化を図
る。
　青色申告会事業回数　４０回

青色申告会会
員

指標

実績
数値

実績
数値

若手後継者等育成事業

若手後継者である青年部員が、地域経済の発展（マク
ロ）と小規模事業者の持続的な発展（ミクロ）の両面か
ら、その課題解決に向けた取り組みを行うことで、地域
経済の中心を担っていく者としての資質の向上を目的と
する。

①地域課題に対する取り組みとして、鳥羽市商工会議所青年部と
の広域連携により、鳥羽伊良湖観光交流事業を行う。その一環と
して青年部員やそのOBの飲食店による牡蠣と大あさり料理で料理
対決を実施するほか、伊良湖にて観光交流イベント「ＴＨＥ対
決」を行う。
　料理対決参加者数　１，０００人

②青年部員を中心とした小規模事業者を対象に事業承継セミナー
を実施する。
　セミナー参加者数　２０人

一般参加者
小規模事業者

指標

目標
数値

40
実績
数値

目標
数値

指標

税務関係団体指導事業
（法人会事業）

法人会の税務支援・地域貢献の活動をサポートし、事業
運営に協力することにより、国・地方公共団体、地域社
会への貢献や発展のための一助となり、ひいては、商工
業の活性化に資する。

源泉徴収事務、年末調整事務を適宜開催。
社長税務研修会や会員相互の交流事業を開催。
本部及び関係団体との情報交換や連携を密にし組織強化を図る。
　法人会事業回数　25回 法人会会員

指標 各種事業の回数

各種事業の回数

目標
数値

25
実績
数値

目標
数値

指標

実績
数値

実績
数値

目標
数値

55
実績
数値

目標
数値

指標

女性部事業

女性部員間での交流や社会福祉を通じて地域との関わり
を持つことにより、地域社会の発展に寄与する。

講習会、研修会及びコミュニティー活動の開催及び、地域活性化
事業等本会事業への参加。また、随時、常任委員会開催。
　女性部事業回数　24回 女性部員

労働保険事業

事業主等の委託を受けて、事業主に代わって労働保険料
の申告納付その他労働保険に関する各種の届出等の事務
手続を行うことにより、中小事業主の事務処理の負担を
軽減し、労働保険の適用促進及び労働保険料の適正な徴
収を図る。

算定基礎賃金報告書に基づき労働保険料の申告・納付（３期）。
労働保険に関する各種届出の事務手続。
巡回・窓口指導など従業員把握とともに、加入促進。
　委託事業所数　55件

従業員を雇用
している商工
業者

指標 委託事業所数 指標

青年部事業

青年部員間での交流や社会福祉を通じて地域との関わり
を持つことにより、地域社会の発展に寄与する。

講習会、研修会及びコミュニティー活動の開催及び、地域活性化
事業等本会事業への参加。また、随時、常任委員会開催。
　青年部事業回数　４０回 青年部員

指標 事業の開催回数

目標
数値

24
実績
数値

目標
数値

事業の開催回数 指標

実績
数値

目標
数値

5
実績
数値

目標
数値

実績
数値

目標
数値

40
実績
数値

目標
数値

指標

人材育成事業（外国人
実習生受入事業）

外国人技能実習生受入企業の活性化と国際貢献を目的と
して、外国から意欲ある優秀な若者を受け入れ、わが国
の優れた「技術･技能･知識」を職場で実際に作業をしな
がら習得し、帰国後に母国の産業振興に寄与できる人材
の育成を図る。

年２回技能実習生の受入を行い、毎月巡回等で企業・技能実習生
が抱える問題点の解決を図るとともに、継続的な実習活動の遂行
の為、係る在留資格に関する書類の作成や申請手続きを行う。
また、受入企業の減少にともない新規入国者数も減少することか
ら、途中帰国や失踪者の防止に努め受入人数の現状維持を目標と
する。
　技能実習生の新規受入人数　５人

渥美商工会会
員

指標 技能実習生新規受入人数 指標

実績
数値

※記載内容についての資料は、各団体において整備しています。
※備考欄の○は経営発達支援事業として認定を受けた事業です。


